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豆こけし絵付け
B 金土日 10:00〜 16:00（正月を除く）
自分だけの手のひらサイズの豆こけしを作
る体験です。
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。
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飄
々
と
野
山
を
歩
く
い
ま
の
鉄
平
さ
ん
の
姿
か
ら
は
あ
ま
り
想
像
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

命
に
関
わ
る
大
病
を
経
て
、
つ
ら
く
長
い
闘
病
期
間
を
過
ご
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自

然
の
中
に
あ
る
も
の
は
、
移
り
変
わ
り
を
繰
り
返
す
季
節
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

命
の
彩
り
。
色
彩
の
情
報
と
い
う
も
の
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
記
憶
や
好
み
に

よ
っ
て
広
が
り
深
ま
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。
ひ
と
つ
の
色
を
見
て
何
を
連
想

す
る
か
―
―
―
ア
ー
ト
の
受
け
取
り
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
て
、
隣
合

わ
せ
に
誰
か
が
い
た
ら
、
み
ん
な
違
っ
て
だ
か
ら
こ
そ
広
が
っ
て
い
く
。

　
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、柔
軟
に
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。
と
、

鉄
平
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
鉄
平
さ
ん
の
筆
が
向
か
う
の
は
紙
だ
け
に
お
さ
ま

ら
ず
、
長
く
使
い
こ
ま
れ
た
小
屋
や
車
、
再
利
用
さ
れ
た
一
斗
缶
、
小
箱
や

植
木
鉢
、
壊
れ
た
冷
蔵
庫
。
大
き
な
シ
ー
ツ
に
描
か
れ
て
屋
外
に
掲
げ
ら
れ

た
作
品
は
、
個
展
の
あ
い
だ
里
山
の
風
を
受
け
て
嬉
し
そ
う
に
揺
れ
て
い
ま

す
。
規
格
も
制
限
も
な
い
、
千
厩
の
野
山
ま
る
ご
と
が
鉄
平
さ
ん
の
キ
ャ
ン

バ
ス
で
す
。

　
い
く
つ
も
の
小
さ
な
山
と
林
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
た

緑
あ
ふ
れ
る
風
景
。
人
の
暮
ら
し
と
自
然
の
領
域
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
重
な

る
里
山
に
、
ど
ち
ら
に
も
等
し
く
風
が
吹
い
て
は
抜
け
て
い
く
。
加
藤
鉄

平
さ
ん
は
一
関
市
千
厩
生
ま
れ
、
千
厩
育
ち
。
お
じ
い
さ
ん
の
り
ん
ご
園

だ
っ
た
土
地
を
創
作
活
動
と
展
示
の
場
と
し
て
、
里
山
か
ら
ア
ー
ト
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
時
代
は
誰
と
で
も
分
け
隔
て
な
く
接
す
る
ク
ラ
ス
の
人
気
者
。

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
子
ど
も
だ
っ
た
と
い
う
自
覚
も
あ
り
、
探
求
心
と
好

奇
心
が
抜
群
に
強
く
て
、
当
た
り
前
の
回
答
で
は
な
く
、
ま
わ
り
が
「
ワ

ッ
！
」
と
驚
く
よ
う
な
こ
と
が
で
き
な
い
か
を
ひ
た
す
ら
考
え
て
い
た
。

自
然
の
も
の
ご
と
を
観
察
す
る
こ
と
が
大
好
き
で
、
山
や
土
手
の
散
策
に

時
間
を
忘
れ
、
あ
れ
こ
れ
実
験
の
よ
う
な
こ
と
も
し
て
み
ま
し
た
。「
挿
し
木
」
で
植
物
を
増
や
す
こ
と
や
、

生
ご
み
を
肥
料
に
し
て
植
物
の
根
っ
こ
に
埋
め
て
み
た
り
、
食
べ
終
わ
っ
た
ブ
ド
ウ
の
房
を
植
え
て
み
た
り

…
…
そ
し
て
そ
れ
は
、
い
ま
で
も
変
わ
ら
ず
鉄
平
さ
ん
の
表
現
の
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
絵
を
描
く
こ
と
と
同
時
進
行
で
鉄
平
さ
ん
が
時
間
を
注
ぐ
の
が
自
然
農
の
野
菜
づ
く
り
。
雑
草
や
虫
と
共

存
し
な
が
ら
、
作
っ
た
野
菜
を
食
べ
た
り
配
っ
た
り
無
人
販
売
を
し
て
み
た
り
。
創
作
活
動
は
留
ま
ら
ず
、

多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
や
、
麦
と
米
だ
け
が
材
料
の
麦
芽
飴
を
作
っ
て
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

加藤鉄平さん
半農半アーティスト

はんのうはんあーてぃすと

一関市千
せん

厩
まや

町を拠点に活動中
6月4日㈯～12日㈰まで個展開催中
Instagram（@katou.teppeiart）

周
り
を「
ワ
ッ
！
」と
驚
か
す
。そ
れ
が
変
わ
ら
ず
、表
現
の
種
。

Kato Teppei

data & information

塗師に教わる拭き漆体験
B 第一日曜①10:00〜②14:00〜（正月を除く）
鳴子の間伐材で作ったお箸と箸置きに漆を
塗ってみよう！5日前までにお申込みくださ
い。所要時間２時間程度。

森のようちえん・小学校
K 6/25㈯,6/26㈰,7/3㈰
毎月１～２回、週末に開催しています。テー
マは「は・ひ・ふ・へ・ほいく」！栗駒山の大きな
自然の中で、大人も子どももリラックス♪

くりこま高原自然学校
ログハウス・コテージ・キャンプサイト 利用申込受付中！
K 
自然学校の代表が自作した本格ログハウスを
宿泊にご利用いただけます。敷地内でのテント
泊も利用可能です。素泊まり、食事付き、グル
ープで貸し切り、ワーケーションなど、多様な
ニーズにお応えします。焚き火、アウトドアクッ
キングなど、自然学校ならではのお楽しみも。
トレッキング・山のアクティビティの拠点にもお
すすめです。テント・キャンプ用品のレンタルも
承ります。

花山砥沢シャワークライミング
K 7/23㈯
砥沢川を約２km登ります。途中、小さな滝を登
ったり、川流れをしたり、水辺の生きものを探
したり。真夏でもひんやり涼しい沢遊び！最後
は千代滝での飛び込みもできます。

カウボーイキャンプ
K 7/26㈫-28㈭ 2泊3日
室根高原の乗馬クラブにテント泊をしながら、
乗馬練習や馬のお世話、キャンプ生活をしま
す。乗馬と室根山の自然をじっくり楽しむ３日
間です。

完成見学会
サスティナヴィレッジ鳴子研修棟
🆃 開催日未定
詳しくはホームページをご覧ください。

S

［宮城版］

ご自由にどうぞ

自然と暮らし、自然に学ぶ、豊かな暮らしを考える情報誌

森林認証紙とライスインキを
使用して作りました。

詳しくは編集部までお問合せください。ふんわりに広告を載せてみませんか。

くりこま高原自然学校
☎ 0228-46-2626
宮城県栗原市栗駒沼倉耕英中 57-1
http://kurikomans.com/
栗駒山麓をフィールドに、栗駒山、ブナの森、世界谷地湿
原など大自然をご案内します。

㈱くりこまくんえん
☎ 0228-55-3261
宮城県栗原市鶯沢袋島巡 44-7
http://www.kurikomakunen.jp/
伐採・製材・チップ・ペレットと一貫した事業を行っている材
木屋です。お客様が安心して暮らせる木材を提供しています。

鳴子温泉もりたびの会
大崎市鳴子温泉字沢 74-21
https://moritabi.org

地元旅館や林業家、工芸家など多様な関係者からなる協議
会。森林資源を活用した体験プログラムの提供により新し
い旅の仕組みづくりを目指します。

サスティナライフ 森の家
☎ 022-725-2775
宮城県仙台市泉区福岡字西森下 39-13
https://www.sustainalife.co.jp/
地域の資源や職人の技術を次代に受け継ぐ「サスティナブルな暮らし」
を提案する住宅会社。

ウェスタ
宮城県加美郡加美町字北町三番 44-1
http://woodenergy.co.jp
木質バイオマス燃料の製造、CHP、木質チップボ
イラーや薪ボイラーの導入、ペレットストーブ販売、
熱供給を行っています !!

手のひらに太陽の家
☎ 0220-23-9755
宮城県登米市登米町寺池辺室山17番地 1
http://taiyounoie.org/
歴史と自然豊かな町・登

と

米
め

市
し

登
とよ

米
ま

町
まち

。地元木材をふんだんに使った心
地よい建物で、宿泊・研修・レンタルスペース・子どもの遊び場など、
多目的にご利用いただけます。オーガニックカフェも営業中！

NPO法人 しんりん
☎ 0229-25-4668

宮城県大崎市鳴子温泉字玉ノ木 70 番地 エコラの森 内
http://shinrin.org/
森林再生と地域活性化を目指し、持続可能な森づくりときこりの育
成を実行中。

仙台市●

塩竈市●

栗原市● 登米市●

●大崎市●
加
美
町

記事執筆・お問合せ…記事最後のアルファベットをご参照下さい
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わたしたちのこと。わたしたちのこと。ふんわりをキーワードに集まった私たち。
業種もフィールドも違うけど、ユニークでオンリ
ーワンで、おもしろいことができそうです。
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ふんわり編集部
〒981-3225
宮城県仙台市泉区福岡字西森下39-13
☎022-725-2775

ふんわり 第42号
［宮城版］
【2022年6月10日】季刊（年4回発行）

Kくりこま高原自然学校
M NPO 法人 しんりん
Sサスティナライフ森の家
T手のひらに太陽の家

Rくりこまくんえん
Vウェスタ
B鳴子温泉もりたびの会

present!

　希望の番号・ご応募の方の住所とお名前（プレゼン
ト送り先）を書いてメール（下のQRコード）か、ハガキ
でお送りください。その際以下の項目もお書き添えくだ
されば嬉しいです。【①ふんわりを読んだ感想（気持ち
や気づき・編集部へのメッセージなど）②プレゼントを
選んだ理由・使い道③ふんわりを手に入れた場所】

1

2

3

手のひらに太陽の家
クリアファイルセット
A4・4色8枚セット

【３名様】T

森林木香 きこり箸
【３名様】S

ふんわりと同じ
森林認証紙で作った

10x10x10cmメモ【３名様】

編集長ぽすとすくりぷと

こんにちは編集長塚原です。次号より編集長をふ
んわりとバトンタッチします。これからも、小さな
フリーペーパー「ふんわり」の大きなチャレンジを
暖かく見守りください。それでは42号をお楽しみ
ください。

Cover Photo 
栗駒山の、とある沢にて。森と岩と一体になって、
ただただ静かにイワナを待つ。

2022.6
Summer Issue

一生幸せで
いたかったら、
釣りを覚えなさい。

「当たり前が特別に、特別が当たり前になった時代」
　自然体験を仕事にして思うこと、
　すこし昔には、森遊びも川遊びも磯遊びも誰もが当たり前に
近所でできていた。そんなことが、だんだんと特別な非日常体
験になってきていると感じる。逆に、特別だった外食や携帯電
話や自動車を持つことが、低価格で毎日利用できたり、車が一
人一台みたいなことになっていること。これは単純にものごとや
社会の価値が入れ替わったというには危険かもしれない。
　わたしたちはある時点から大事な何かを見失い、地域や家庭の
自然資源や教育的価値や暮らしの知恵について、気づいたら取り
戻せないところに行ってしまうのではないか。これからの未来に
とって、更なるスピーディーさや規模拡大は本当に必要なのか？
もう少しスローダウンやスケールダウンが必要なんじゃないか？
　東北にはまだ色んな大事を未来に残せる暮らし方や自然とのか
かわり方があると思って、具体的に自分の仕事を進める今日この
頃です。

K

Instagram facebook

スローダウンとスケールダウン

第9回

栗駒山ででっかく遊ぼう！
山の遊び場・キャンプ場・ネイチャーガイド・ものづくり体験・焚き火クッキングなど、
山の楽しみを体験いただけます。お子さん連れはもちろん、大人だけのご利用も歓迎
いたします。詳しくは、自然学校のSNSへ！

#42

鳴子の古道を歩くもりたび
B 土日祝
芭蕉の歩いた古道をガイドと歩こう！所要
時間２時間程度。詳細はお問合せを。
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共に探る
地域に根ざした
次世代の
自然エネルギー開発

facebook 手のひらに太陽の家プロジェクト 　 検索

くりこま高原自然学校
☎0228-46-2626
宮城県栗原市栗駒沼倉耕英中57-1
http://kurikomans.com/

㈱くりこまくんえん
☎0228-55-3261
宮城県栗原市鶯沢袋島巡44-7
http://www.kurikomakunen.jp/

NPO法人 しんりん
☎0229-25-4668
宮城県大崎市鳴子温泉字玉ノ木70番地エコラの森内
http://shinrin.org/
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手のひらに太陽の家
☎0220-23-9755
宮城県登米市登米町寺池辺室山17番地1
http://taiyounoie.org/

サスティナライフ 森の家
☎022-725-2775
宮城県仙台市泉区福岡字西森下39-13
https://www.sustainalife.co.jp/

ウェスタ
宮城県加美郡加美町字北町三番44-1
http://woodenergy.co.jp

鳴子温泉もりたびの会
宮城県大崎市鳴子温泉字沢74-21
https://moritabi.org

1今年の１月まで、こども園の先生方に
よる伐採体験が続きました！園長先生

が体験した時と比べて、環境が過酷です…。
3園長先生が伐った丸太が製材されてい

ます！「園長」の文字が見えるかな
……？

2２月には園児たちが丸太の皮むきを体
験しました。使った丸太はもちろん先

生方が伐ったもの。
4４月にはみんなでくりこまくんえんさ

んにお邪魔して製材工程を見学！丸太
がどうやって木材に加工されていくのか、
そして加工の時に出たおが屑がペレットに
なる様子も一緒に見学しました。

＊FIT制度：自然エネルギーの買い取り価格を
法律で定める「固定価格買い取り制度」

R

　大崎市鳴子温泉 サスティナヴィレッジ鳴子にて工事を進
めていた「サスティナヴィレッジ鳴子研修棟」が、このほど
完成を迎えました。こちらの建物は、学習塾「日能研」の大
船校仮設教室（神奈川県鎌倉市）を移築とともに増改築し、
計画的に再利用しました。
　2016年に仮校舎として建てられた日能研大船校仮設教室
は、駅前再開発のため、当初より４年間のみ使用される予定
でした。木の命から子どもたちへの「学び」へつながるよう
に、解体・再利用を前提とし、板倉工法で建築されました。
昨年の3月、無事に4年間の役目を終えたこの仮校舎を解体。
使える柱や梁などは、サスティナヴィレッジ鳴子研修棟で新
たな命を吹き込まれ、建築用材として再利用が難しい材もカ
スケード利用し、エネルギーへと。今でき得る限りの「持続
可能な学び」を具現化しました。
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栗
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だ
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三
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ま
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。
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Ｇ
Ｗ
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い
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も
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、

地
元
か
ら
県
外
の
方
々
ま
で
色
々
な
方
が

参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

穴
が
空
い
て
い
る
パ
ー
ツ
は
、
金
具
を

取
り
付
け
た
り
、
紐
を
通
し
た
り
し
て
簡

単
に
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
れ
ま
す
。
自
由
に
、

お
子
さ
ん
や
大
人
の
方
に
創
作
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普
段
の
忙
し
な
い

所
か
ら
離
れ
て
、
じ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
取

り
組
め
る
時
間
は
大
切
だ
な
と
感
じ
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
次
回
、
開
催
の
際
に

は
ご
参
加
下
さ
い
。

くりこまくんえんHP
SNSもこちらから。

森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、

ま
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
。

　鳴子温泉もりたびの会は、昨年度、東北大学と共に川渡温泉地域の温泉
旅館で使われているエネルギーについての調査をおこないました。館内暖
房や、温泉の加温等に化石燃料を用いている３軒の温泉旅館で、その利用
量や料金を調べ、木材を細かく砕いたチップを燃料とするチップボイラー
に切り替えた場合の二酸化炭素の排出量や費用を算出しました。
　その結果、二酸化炭素の排出量は年間最大87％削減、エネルギー利用
料金も年間最大62％削減されることが分かりました。地域内に豊富にあ
る森のエネルギーを使うことが、経済的にもメリットがあることを数値と
して示せたことは大きな収穫でした。今後、鳴子温泉地域の脱炭素に向け
た取り組みに拍車がかかりそうです。

https://moritabi.org/media/

※
こ
の
事
業
は
「
令
和
３
年
度
エ
コ
タ

ウ
ン
形
成
実
現
可
能
性
調
査
等
事
業
費

補
助
金
」
を
活
用
し
て
実
施
し
ま
し
た
。B

鳴
子
こ
ど
も
園

木
材
の

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィM

　

前
号
で
お
伝
え
し
た
、
鳴
子
こ
ど

も
園
の
伐
採
見
学
ツ
ア
ー
。
私
た
ち

が
山
か
ら
伐
り
だ
し
た
木
が
、
そ
の

後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、
追
い
か

け
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
！

S

1梁をよく見ると、以前使っていたホゾ穴が
2リサイクル活用された梁や柱 3新築時のワ
ークショップに参加した子どもたちのサインが
残っています 4仮設教室解体の様子。「4年間
ありがとう！」

1
2
3
4
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手
の
ひ
ら
に
太
陽
の
家
は
、
今
年
７
月
で
設
立
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
支
援
施
設
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
こ
の
家
で

は
、
大
震
災
の
教
訓
を
活
か
し
、
設
立
当
初
か
ら
「
自
然
と
の
共
生
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
と
し
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
活
に
導
入
す

る
工
夫
を
施
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
10
年
で
施
設
の
経
年
変
化
は
進

み
、
10
年
前
に
は
見
え
な
か
っ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
課
題
も
見

え
て
き
ま
し
た
。
Ｆ
＊

Ｉ
Ｔ
制
度
も
収
束
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
こ

で
立
ち
止
ま
り
、
こ
の
10
年
を
振
り
返
る
時
に
来
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

太
陽
、
風
力
、
水
力
、
生
物
資
源
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

は
、
化
石
資
源
に
頼
る
こ
と
が
で
き
な
い
日
本
の
よ
う
な
国
に
と
っ
て

は
、「
希
望
の
光
」
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
同
時
に
、
そ
れ

が
新
た
な
環
境
破
壊
の
火
種
に
な
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
処
理
方
法
が
確

率
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
量
の
「
ゴ
ミ
」
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

登
米
市
で
昨
年
持
ち
上
が
っ
た
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
所
建
設
計
画
は
、

良
く
も
悪
く
も
、
計
画
の
甘
さ
故
に
、
市
民
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

関
心
を
集
め
、
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
５
月
に
は
、
太
陽
熱
温
水
器
を
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
㈱
チ
リ
ウ

ヒ
ー
タ
ー
さ
ん
の
点
検
を

機
会
に
、「
太
陽
熱
温
水
器

っ
て
何
？
」
と
い
う
説
明

会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
世
界
、
国
内
の

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
状

況
、
先
進
的
な
試
み
の
報

告
な
ど
興
味
深
い
内
容
に
、

皆
、
時
間
も
忘
れ
て
盛
り

上
が
り
、
共
に
探
る
地
域

に
根
ざ
し
た
次
世
代
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
へ
の

手
応
え
を

感
じ
て
い

る
こ
の
頃

で
す
。

【完成見学会】
※開催日未定

日程が決まり次第、
ホームページ・SNS
でお知らせいたしま
すので、ぜひチェッ
クしてください！
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